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　私は今年で卒後 12 年目になる．歯

科臨床における大体のことはできるよ

うになっているし，新しいことに関し

ても，勉強会や講習会でそこそこアッ

プデートしてきているつもりである．

毎月発刊される多くの雑誌，書籍にも

目を通しているし，論文もたまに読む．

　しかし，それらの知識は断片的であ

り，まとまったものではない．卒後

10 年前後になると経験がプラスされ

るのでそれでも身になっていくものだ

が，卒直後はそのような知識の入れ方

では薄っぺらいものになり，実際の臨

床で応用が効かない．卒直後はまと

まった知識の取得が不可欠であり，私

も振り返ってみるとそのような知識の

習得は時間に余裕があった 3 年目く

らいで終わっている．言い換えてみれ

ば，現在も多くの知識のベースとなっ

ているのは 3 年目くらいまでに習得

したものであり，卒直後の知識の習得

がいかに重要であったかということ

に，今になって気づく．

　私が卒業した頃には，“BASIC”シ

リーズ（1〜5，Basic periodontics1,2）

が あ っ た． 凄 ま じ く レ ベ ル の 高 い

BASIC を少しでも身につけようと，必

死に読んだのを覚えている．

　本シリーズは，その BASIC の現在

版だと聞いた．すばらしい著者陣に，

内容も大幅にアップデートされ，卒直

後の人，またこれから卒業する人には

必読の書となるであろう．

　卒直後の歯科医師のための本…そう

思ってこの本を開くと，みごとに裏切

られる．もちろん，齲蝕治療をトータ

ルに学ぶのに，十分すぎる知識とテク

ニックが網羅され，それでいて臨床写

真がとても多く非常に読みやすいの

で，卒直後の方にとっては手放せない

ものになることは間違いない．

　しかしそれだけでなく，知識やテク

ニックに裏づけられる理論的背景が詳

細に記載されており，臨床経験を積ん

だ方にとっても，多くの新しい発見が

得られる構成となっている．

　それでいて，守備範囲が非常に広

い．齲蝕の基礎知識から診断，テク

ニック，解剖学にまで言及している．

そして接着の基礎知識からさまざまな

接着システムの背景・理論，コンポ

ジットレジンの材料学，コンポジット

レジン充填のテクニックと続く．

　普通の齲蝕治療の本であれば，これ

で終わりである．この本の凄さはここ

からである．

　改めて知るグラスアイオノマーセメ

ントの特徴，適応症，テクニックを詳

細に解説し，その後メタルインレー・

アンレーの判断基準，形成など補綴の

話につながり，コンポジットレジンイ

ンレー・セラミックインレーの形成，

仮封についてまで言及している．

　そしてさらに，高齢化社会になった

現在避けては通れないトゥースウェ

ア，知覚過敏，根面齲蝕の原因，理論

背景と対応について，症例を通して解

説してくれている．ここまで体系だっ

て網羅してくれている齲蝕治療の本を

私は見たことがない．これら文章だけ

でなく，全 100 症例にわたる症例写

真で解説しているところも特筆すべき

点であろう．視覚的で非常に理解しや

すい．

　臨床に携わっていて齲蝕治療に触れ

ない日はなく，歯科臨床の根幹をなし

ている分野の一つである．卒直後の方

はもちろんのこと，歯科臨床に日々携

わっている中堅，ベテランの先生方に

もぜひ手に取っていただきたい一冊で

ある．

Dental Start Book
これで解決！
齲蝕治療・トゥースウェア
鈴木　尚　監修／熊谷真一　著

Reviewer

斎田寛之　Hiroyuki Saida
（東京都・斉田歯科医院）

A4 判変，128 頁
定価（本体 6,200 円＋税）
医歯薬出版刊




